
関東地区用地対策連絡協議会は、公共用地の取得に係る諸制度に関して起業者相互の
連絡を図り、損失補償基準等に係る運用の調整及び調査・研究等を共同して実施するこ
とによって公共用地取得の促進に寄与することを目的として、昭和４１年１１月１５日
に発足し、平成２８年１１月に創立５０年を迎えたことから記念事業を開催しました。

◇日 時：平成２８年１１月１５日（火）
◇場 所：さいたま新都心合同庁舎１号館 講堂
◇参加者：３６０名（関東用対会員・補償コンサルタント業者）



関東用対連会長挨拶（関東地方整備局長）
大西 亘

５０年を振り返って 関東用対連事務局長
（関東地方整備局用地部長）

藤川 眞行

藤川事務局長が関東用対連の創立の経緯や
年代ごとにどういった活動を行ってきたのか用
地関係の主要法令や施策とともに報告しました。
（内容はパンフレットを参照下さい。）

開会の挨拶を大西会長が行いました。

挨拶では、少子高齢化や国際的な競争環境の
激化が進む中で、日本を新たな成長に乗せてい
くには中枢地域（関東地域）における社会資本整
備が重要であり、社会資本整備を行うには公共
用地取得が必要不可欠だという話がありました。



来賓
・国土交通本省土地・建設産業局 局長（代理：総務課公共用地室 公共用地室長）
・埼玉県 県知事（代理：副知事）
・さいたま市 市長（代理：建設局長）
・関東地区用地対策連絡協議会幹事会員

国土交通省土地・建設産業局（中央用対） 埼玉県（開催地） さいたま市（開催地）



【会場風景】

業務多忙の中、関東用対連創立５０周年記
念式典・講演に多くのご参加をいただき、あり
がとうございました。

千葉大学大学院園芸学研究科教授 池邊 このみ 氏
「異分野融合によるトータルランドスケープの時代へ」

慶應義塾大学大学院法務研究科（法科大学院）
教授 松尾 弘 氏

「財産権の保障と損失補償法理の現代的展開」

用地補償の根本である財産権の保障、損失補償の法理につ
いて、判例や具体例を基に講演をいただきました。

景観を意識して都市計画・整備を行うことにより、訪れる人々
に与える印象がどのように変わるのか等、実際に施工した事
例を基に講演をいただきました。



【パンフレット】



【パンフレット】


